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表紙スケッチについて 
　10月号に続いてJR蒲田駅西口の景色をお届けします。 
　駅前ロータリーの中央にある丸い植木のあるエリアからスケッチしました。 
　石の椅子に腰かけて、植木越しに描きました。 
　画面中央の建物両側にはアーケード街があります。 
　描いている間中、「会いたかったー、会いたかったー君にー」とAKB48の曲が、いい
テンポで何度も流れていました。 
　曲に合わせて描き込んでいたら、急に植木の向こうから、ホームレスさんが立ちあが
りました。人が寝ていたのです。人も車も通らない空間があったのです。 
　何か言われるかなと思ったら、彼は傘を広げて日陰を作り、横になるため再び視界か
ら消えました。 
 
■訂正とお詫び　2011年8･9合併号　表2「表紙スケッチについて」1行目 
 おおひら たいへい やまの さんや 

　大平橋→大平橋　　山野橋→山野橋 
誤りを指摘されました。訂正し、お詫び申し上げます。 

法人会 
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● 散歩道／㈲相澤製作所･相澤靖浩 

● 法人会コーナー 

 ◆平成23年度第2回理事会開催 

 ◆2011特別公演会 

 ◆青年部会･イブニングセミナー 

● 井野署長を訪ねて 
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● 税務ニュース 

● 各支部活動／大田の工匠100人 

● 経営時評／疋田文明 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／都税だより 

平成23年11月号 

【第434号】 

行
事
関
係
 

11月2日（水）13：30～ 
● 簿記講習会⑧ 法人会館4F 
11月3日（木） 
● 東六郷1丁目･2丁目･3丁目支部合同バス研修会 富岡製糸場･めがね橋 
11月7日（月）13：30～ 
● 簿記講習会⑨ 法人会館4F 
11月8日（火）15：00～15：30 
● 第34回税務連絡員会同 大田区産業プラザ4F 
11月8日（火）15：30～17：00 
● 税を考える週間特別講演会 大田区産業プラザ4F 
11月9日（水）13：30～ 
● ISO経営セミナー 法人会館4F 
11月10日（木）13：30～ 
● 簿記講習会［終］ 法人会館4F 
11月10日（木）15：00～ 
● 平成23年度納税表彰式 プラザ・アペア 
11月13日（日）10：30～ 
● 税を考える週間の街頭広報（税金クイズ、鼓笛パレード等） JR蒲田駅西口･東口） 
11月15日（火）13：30～ 
● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 
11月16日（水）18：30～ 
● 特別第5ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F

行
事
関
係
 

会
議
関
係
 

11月16日（水）14：00～ 
● 電子申告納税講習会 法人会館4F 
11月17日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
11月18日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
11月21日（月）14：00～ 
● 社会保険講座 法人会館4F 
11月22日（火）14：00～ 
● 第2回法人税講座 法人会館4F 
11月24日（木）14：00～ 
● 源泉税講習会 法人会館4F 
11月29日（火）14：30～ 
● 女性部会研修会 大田区産業プラザ6F 
 
 
11月18日（金）16：00～ 
■ 広報委員会 大田区産業プラザ6F 
11月29日（火）11：00～ 
■ 女性部会役員会 法人会館6F



1 ●法人かまた 

㈲
相
澤
製
作
所
 

 

沿
　
革
 

　
下
丸
子
4
丁
目
、
住
宅
街
の
一
画
に

相
澤
さ
ん
の
会
社
が
あ
る
。
創
業
は
昭

和
三
十
一
年
、
厳
父
が
勤
務
し
て
い
た

会
社
が
倒
産
し
た
た
め
、
関
係
し
て
い

た
日
本
精
工
関
係
者
の
ご
支
援
で
厳
父

が
設
立
し
た
。
実
兄
が
二
代
目
と
し
て

十
年
程
跡
を
継
ぎ
、
平
成
九
年
か
ら
三

代
目
社
長
と
し
て
引
き
継
ぎ
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
父
親
は
仕
事
の
仕
方
を
教

え
ず
「
見
て
覚
え
ろ
」
主
義
。
 

 

軸
受
け
関
係
の
部
品
製
造
 

　
相
澤
さ
ん
の
会
社
は
日
本
精
工
の
協

力
会
社
で
飛
行
機
や
工
作
機
械
、
人
工

衛
星
等
に
使
わ
れ
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の
軸

受
け
と
そ
の
関
連
の
部
品
製
造
が
主
な

仕
事
。
 

「
試
作
品
と
量
産
品
の
間
に
あ
る
会
社

で
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
誤

差
も
許
さ
れ
な
い
難
し
い
注
文
が
来
て

も
、
必
ず
受
け
、
納
得
の
行
く
製
品
を

納
入
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
「
出
来
ま

せ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
嫌
い
で
す
。
私

共
小
さ
な
会
社
で
も
技
術
的
に
劣
る
と

こ
ろ
は
な
く
、
加
え
て
職
人
気
質
、
意

地
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
精
密
な
製
品

を
ユ
ー
ザ
ー
が
納
得
す
る
金
額
で
製
造

し
、
納
品
し
て
い
ま
す
」
。
 

 

精
密
加
工
へ
 

　
相
澤
さ
ん
は
一
般
加
工
か
ら
精
密
加

工
・
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
加
工
へ
移
行
す

る
際
、
作
業
所
の
塵
埃
の
除
去
等
、
環

境
保
全
等
に
大
変
苦
労
し
た
。
「
一
時

期
辛
苦
を
経
験
す
る
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
何
と
か
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
、
私
共
業
界

の
中
で
も
、
仕
事
が
な
い
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
誤

差
が
許
さ
れ
な
い
精
密
品
を

造
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
、
初
め
て
日
本
か
ら
仕
事

が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
」
。
大
手
企
業
に
小
規
模

の
存
在
感
あ
る
協
力
会
社
で

あ
る
が
、
現
実
に
対
処
す
る

た
め
に
漸
進
的
対
応
と
五
年

後
、
十
年
後
と
い
う
長
期
展
望
に
立
っ

た
考
え
の
併
用
で
、
前
進
を
続
け
よ
う

と
目
下
「
技
術
力
の
更
な
る
向
上
と
維

持
」
を
事
業
に
対
す
る
基
本
的
理
念
と

し
て
い
る
。
 

　
座
右
の
銘
と
し
て
 

「
挑
戦
、
諦
め
る
な
」
 

 

趣
味
は
人
生
の
活
力
 

　
趣
味
を
伺
う
と
「
鉄
道
、
特
に
蒸
気

機
関
車
（
S
L
）
な
ど
の
鉄
道
写
真
の

撮
影
で
す
」
。
 

　
鉄
道
マ
ン
が
夢
だ
っ
た
相
澤
さ
ん
は

岩
倉
高
校
の
運
輸
科
卒
業
。
将
来
は
鉄

道
マ
ン
が
夢
だ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代

か
ら
鉄
道
写
真

を
撮
り
始
め
、

「
山
陽
本
線
の

瀬
野
〜
八
本

松
。
東
北
本
線

の
奥
中
山
。
北

陸
本
線
の
敦
賀

〜
今
庄
等
々
、

S
L
が
主
役
の

鉄
道
黄
金
期

で
、
全
国
各
地

を
撮
影
し
て
周
り
ま
し
た
。
 

　
当
時
は
日
曜
日
し
か
休
み
が
な
く
、

夜
行
日
帰
り
の
強
行
軍
で
し
た
。
今
で

も
時
々
出
版
社
か
ら
特
集
企
画
で
当
時

の
撮
影
旅
行
記
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
も
、
マ
ニ
ア
が
よ
だ
れ
を
垂
ら
す

よ
う
な
貴
重
な
写
真
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
い
ま
す
。
趣
味
へ
の
情
熱
が
仕
事
へ

の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
。
 

 

自
分
に
厳
し
い
健
康
管
理
 

　
健
康
管
理
に
は
充
分
気
を
遣
っ
て
お

ら
れ
る
相
澤
さ
ん
。
「
大
分
前
に
な
り

ま
す
が
一
時
過
労
で
倒
れ
、
一
過
性
の

失
語
症
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
正
常
で
、
定
期
的
に
脳
外
科
に

行
き
、
年
一
回
の
M
R
I
、
血
液
検
査

を
し
て
お
り
ま
す
」
。
 

　
尊
敬
す
る
人
を
伺
う
と
、
「
親
父
で

す
。
何
も
教
え
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
。

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
親
父
の
背
中

を
見
な
が
ら
、
仕
事
に
対
す
る
情
熱
、

技
を
盗
ん
で
自
分
の
も
の
に
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
。
 

　
相
澤
さ
ん
は
　
法
人
会
の
下
丸
子
4

支
部
長
を
引
き
受
け
て
い
る
が
自
分
に

厳
し
く
他
人
に
は
優
し
い
、
気
配
り
上

手
、
人
当
た
り
は
大
変
ソ
フ
ト
で
一
見

し
て
技
術
屋
ら
し
く
見
え
な
い
。
 

　
ご
家
族
は
四
人
家
族
。
奥
方
が
会
社

の
経
理
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
長
女
は

中
学
校
の
教
員
を
さ
れ
、
長
男
が
後
継

者
と
し
て
目
下
相
澤
さ
ん
の
薫
陶
を
受

け
て
い
る
。
 

 

皇太子御成婚御召列車〈伊勢行〉（S34.4.17) 
蒲田駅（環八寄り）構内より撮影 

代
表
取
締
役
 

相
澤
靖
浩
氏
 



●法人かまた 2蒲田法人会会員 社団 
法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

8,951 
3,794 
42.4%

9,312 
3,997 
42.9%

10,092 
4,188 
41.5%

法人数 
会員数 
加入率 

平成23年 
7月 

平成22年 
7月 

平成21年 
7月 

平成23年度 
　
九
月
二
十
八
日
（
水
）
、
プ
ラ
ザ
・
ア
ペ

ア
に
お
い
て
理
事
会
が
、
理
事
並
び
に
来
賓

五
十
六
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
。
 

　
渡
邉
会
長
よ
り
「
日
頃
よ
り
当
会
諸
事
業
、

支
部
運
営
へ
の
ご
理
解
ご
尽
力
を
深
く
感
謝

し
ま
す
。
私
た
ち
法
人
会
は
今
た
い
へ
ん
な

時
期
に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
通
し
ま
し
て
皆
様
に
役
に
立
つ
事
業
、

希
望
や
楽
し
み
が
共
存
で
き
る
事
業
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
役
員
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
蒲
田

税
務
署
井
野
署
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
議
事

に
入
っ
た
。
 

 Ⅰ
、
公
益
法
人
移
行
申
請
の
現
状
に
つ
い
て
 

■
東
法
連
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
大
森
法
人

会
は
じ
め
七
会
が
公
益
移
行
認
定
を
受
け
、

新
公
益
社
団
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

（
大
森
・
麹
町
・
四
谷
・
玉
川
・
日
野
・
武

蔵
野
・
目
黒
）
 

　
更
に
、
本
年
の
総
会
に
お
い
て
二
十
三
会

が
決
議
し
、
二
十
三
年
度
中
ま
た
は
二
十
四

年
度
に
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。
全
国
ベ
ー

ス
で
は
、
二
十
三
年
度
申
請
一
二
五
会
・
二

十
四
年
度
申
請
一
九
四
会
が
予
定
。
 

■
当
会
も
、
五
月
の
総
会
で
公
益
申
請
を
決

議
し
、
二
十
三
年
度
中
の
公
益
取
得
を
目
指

し
、
申
請
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
 

 Ⅱ
、
支
部
活
動
に
つ
い
て
 

1
、
役
員
会
開
催
 

①
支
部
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
 

②
会
員
増
強
役
員
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
）
 

③
特
別
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
開
催
 

2
、
税
務
研
修
会
 

①
特
別
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
 

※
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
。
（
H
P
で
一
般
公
開
）
 

【
会
場
】
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
・
大
田
区
民

プ
ラ
ザ
 

【
講
師
】
蒲
田
税
務
署
　
副
署
長
小
松
孝
氏

　
【
テ
ー
マ
】
「
私
の
税
日
記
」
 

【
意
見
交
換
会
】
 

②
支
部
単
独
（
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
）
開
催
 

 3
、
会
員
親
睦
事
業
（
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
）
 

 4
、
社
会
貢
献
事
業
（
ブ
ロ
ッ
ク
又
は
特
別

ブ
ロ
ッ
ク
開
催
）
 

●
一
般
の
参
加
も
意
識
し
た
講
習
会
や
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
 

 Ⅲ
、
支
部
組
織
に
つ
い
て
 

　
公
益
社
団
格
取
得
後
に
新
し
い
定
款
に
則

り
、
支
部
の
統
合
を
は
じ
め
組
織
の
再
編
成

が
必
要
。
 

　
当
会
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
公
益
社
団

格
取
得
後
に
、
新
定
款
に
則
り
組
織
の
再
編

成
を
検
討
。
 

 Ⅳ
、
平
成
二
十
四
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
に
つ
い
て
 

 Ⅴ
、
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
 

1
、
会
員
動
向
 

①
平
成
二
十
三
年
七
月

末
現
在
の
当
会
会
員

数
（
下
表
）
 

　
 

 2
、
平
成
二
十
三
年
度

会
員
増
強
運
動
要
領
 

①
活
動
方
針
 

　
法
人
会
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
、
加
え
て

今
回
の
大
震
災
に
よ
る

影
響
な
ど
に
よ
り
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
会
の
基

盤
存
続
に
関
わ
る
。
法

人
会
の
事
業
を
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
組
織
力
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、
本
年
度

も
会
員
増
強
月
間
を
設
け
る
と
と
も
に
会
員

の
退
会
防
止
に
務
め
な
が
ら
、
共
済
各
社
連

携
の
下
、
全
支
部
一
丸
と
な
っ
た
組
織
的
な

会
員
増
強
を
図
る
。
 

②
増
強
運
動
月
間
 

　
平
成
二
十
三
年
十
月
〜
十
二
月
 

③
目
標
件
数
　
一
七
〇
社
獲
得
 

④
増
強
方
法
 

●
グ
ロ
ー
バ
ル
方
式
 

 Ⅵ
、
厚
生
事
業
並
び
に
法
人
会
共
済
制
度
に

つ
い
て
 

1
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
（
一
般
公
開
）
 

【
日
時
】
平
成
二
十
三
年
十
二
月
（
予
定
）
 

【
会
場
】
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
P
I
O
 

【
講
師
】
川
崎
幸
病
院
 

　
消
化
器
内
科
副
部
長
　
大
前
芳
男
先
生
 

【
演
題
】
「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
内
視
鏡
検
査

･
治
療
〜
も
う
苦
し
く
な
い
胃
カ
メ
ラ
大

丈
夫
〜
」
 

 2
、
会
員
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

に
つ
い
て
 

【
日
時
】
十
月
二
十
五
日
（
火
）
 

【
会
場
】
佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
 

【
寄
付
先
】
東
日
本
大
震
災
被
災
地
（
大
田

区
経
由
）
 

 3
、
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て
 

【
日
時
】
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
（
金
）
 

【
会
場
】
品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

 4
、
法
人
会
共
済
制
度
推
進
に
つ
い
て
 

①
多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活
動
 

【
日
時
】
六
月
十
二
日
（
日
）
　
雨
天
の
為

中
止
 

②
2
0
1
1
特
別
公
演
会
に
つ
い
て
 

【
日
時
】
九
月
九
日
（
金
）
 

【
場
所
】
ア
プ
リ
コ
大
ホ
ー
ル
 

【
出
演
】
宗
次
郎
 

【
参
加
人
数
】
一
、
一
二
九
名
 

【
募
金
額
】
六
七
三
、
六
二
三
円
　
 

【
寄
付
先
】
東
日
本
大
震
災
被
災
地
（
大
田

区
経
由
）
 

③
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
に
つ
い
て
 

【
日
時
】
十
月
二
十
七
日
（
木
）
　
 

【
場
所
】
ア
プ
リ
コ
大
ホ
ー
ル
 

【
出
演
】
川
柳
川
柳
、
東
京
太
・
ゆ
め
子
、
 

　
三
笑
亭
夢
太
朗
 

【
寄
付
先
】
東
日
本
大
震
災
被
災
地
（
大
田

区
経
由
）
 

④
租
税
教
室
に
つ
い
て
（
蒲
田
税
務
署
と
共

催
事
業
）
 

【
目
的
】
将
来
の
納
税
者
と
な
る
子
供
た
ち

に
、
「
税
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
 

【
主
体
】
全
法
連
青
連
協
の
統
一
事
業
と
し

て
平
成
十
八
年
度
よ
り
各
会
の
青
年
部
会

が
開
催
 

【
講
師
】
東
京
税
理
士
会
蒲
田
支
部
・
青
年

部
会
役
員
 

⑤
C
O
2
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
に
つ
い
て
 

　
東
京
電
力
が
事
務
局
と
な
っ
て
平
成
十
八

年
八
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
C
O
2
削
減
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
。
 

　
一
人
一
人
が
身
近
な
出
来
る
こ
と
か
ら
省

エ
ネ
の
実
践
を
宣
言
。
当
会
で
は
当
初
の
予

定
の
三
年
間
（
六
回
）
行
い
、
二
〇
一
〇
年

冬
を
も
っ
て
終
了
。
 

　
過
去
三
年
間
（
二
〇
〇
八
年
夏
〜
二
〇
一

〇
年
冬
）
ま
で
の
宣
言
者
数
 

      ⑥
「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」
の
提
出
に

つ
い
て
 

⑦
税
を
考
え
る
週
間
街
頭
広
報
に
つ
い
て
 

【
主
体
】
蒲
田
税
務
六
団
体
連
絡
協
議
会
 

【
日
時
】
十
一
月
十
三
日
（
日
）
 

【
場
所
】
J
R
蒲
田
駅
西
口
、
東
口
 

⑧
e
‐
T
a
x
利
用
推
進
に
つ
い
て
 

⑨
全
法
連
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
つ
い
て
 

・
全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
の
新
た
な

統
一
事
業
と
し
て
平
成
二
十
一
年
度
よ
り

実
施
。
 

・
当
会
も
、
本
年
度
よ
り
女
性
部
会
役
員
が

中
心
と
な
り
、
租
税
教
室
開
催
校
の
六
年

生
を
対
象
に
募
集
。
 

⑩
全
法
連
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
 

 Ⅶ
、
東
法
連
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
 

 Ⅷ
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
十
四
回
税
務
連

絡
員
会
同
に
つ
い
て
 

合 計  

蒲
田
法
人
会
 
大
田
区
内
三
法
人
会
 

四
、
八
五
九
名
 
一
七
、
七
五
三
名
 

※
三
法
人
会
で
こ
れ
ま
で
に
大
田
区
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
贈
し
た
苗
木
八
八
五
本
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あのメロディーから名場面がよみがえる… 

青
年
部
会
主
催
　
第
2
回
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
 

―
今
回
は
韓
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
を 

　
　
　
　
　
　
お
迎
え
し
て
― 

日韓文化交流 
『近くて遠いお隣さん、韓国のことをもっと知りたい！』 
日韓文化交流 
『近くて遠いお隣さん、韓国のことをもっと知りたい！』 

　
青
年
部
会
で
今

年
度
か
ら
始
め

た
イ
ブ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
の
第

二
回
目
が
九
月
二

十
六
日
に
法
人
会
館

の
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
い
ま
日
本
が
若
年
層
ま

で
韓
流
ブ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
日

韓
文
化
交
流
・
韓
国
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で
韓
国

人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
キ
ム
・
マ
ン
ス
さ

ん
を
お
招
き
し
て
の
勉
強
会
と
な
り

ま
し
た
。 

　
冒
頭
か
ら
ご
存
じ
冬
の
ソ
ナ
タ
の

メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
、
室
内
は
一
気
に

ド
ラ
マ
の
世
界
へ
…
。 

　
自
己
紹
介
い
た
だ
い
た
後
は
、
こ

の
韓
流
ブ
ー
ム
を
ど
う
感
じ
て
い
る

か
や
徴
兵
制
に
つ
い
て
、
韓
国
の
プ

チ
整
形
の
こ
と
、
食
文
化
…
様
々
な

話
題
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
合
間
合
間
に
は
ピ
ア

ノ
演
奏
を
お
願
い
し
「
チ
ャ
ン
グ
ム
」

や
「
イ
ケ
メ
ン
で
す
ね
」
な
ど
韓
流

ド
ラ
マ
の
曲
を
弾
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
優
し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
部
屋
を

包
み
、
皆
さ
ん
し
み
じ
み
と
聴
き
入

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
一
時
間
の
公
演
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
の
質

問
タ
イ
ム
で
は
、
キ
ム
先
生
の
親
し

み
や
す
さ
か
ら
か
質
問
攻
め
に
あ
っ

て
お
り
ま
し
た
。 

　
日
本
と
は
近
く
て
遠
い
印
象
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
が
、
互
い
に

文
化
を
理
解
し
大
切
に
し
て
い
け
ば
、

未
来
は
絶
対
に
も
っ
と
近
く
な
れ
る

思
い
を
強
く
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉 

　
当
会
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
特
別

公
演
会
に
、
今
年
は
オ
カ
リ
ナ
奏
者

の
宗
次
郎
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

　
九
月
九
日
（
金
）
午
後
六
時
、
大

田
区
民
ホ
ー
ル
・
ア
プ
リ
に
お
勤
め

帰
り
の
方
、
ご
夫
婦
、
グ
ル
ー
プ
等
々

一
、
一
〇
〇
人
を
超
え
る
入
場
者
で

会
場
は
ほ
ぼ
満
席
の
盛
況
。 

　
公
演
に
先
立
ち
、
伴
社
会
貢
献
委

員
長
よ
り
開
催
の
挨
拶
。
続
い
て
蒲

田
税
務
署
井
野
署
長
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い

た
。 

　
挨
拶
が

終
わ
り
拍

手
の
中
、

ス
テ
ー
ジ

に
宗
次
郎
氏
が
登
場
。
静
寂
に
戻
っ

た
会
場
に
、
大
自
然
を
思
い
起
こ
す

澄
ん
だ
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
ト
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
九
十
分
、
「
森
の
こ
だ
ま
」
「
竹

田
の
子
守
敵
」
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん

で
行
く
」
な
ど
、
心
安
ら
ぐ
十
九
曲

を
演
奏
。
心
の
ふ
る
さ
と
へ
旅
を
し

た
よ
う
な
、
感
動
と
余
韻
に
包
ま
れ

た
公
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
当
日
入
場
者
の
皆
さ
ま
か

ら
の
参
加
費
お
よ
び
募
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
額
（
六
七
三
、
六
二
三

円
）
を
大
田
区
を
通
じ
て
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

オカリナの第1人者宗次郎氏を迎えて 
～心のふるさとへ続く道～ 

地域社会貢献事業 

挨拶する伴社会貢献委員長と蒲田税務署井野署長 

ふんわり親しみやすいキム先生のお話 
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井
野
署
長
を
訪
ね
て
 

　
本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
蒲
田

税
務
署
に
着
任
さ
れ
た
井
野
剛
署

長
を
古
田
広
報
委
員
長
、
藤
本
広

報
副
委
員
長
、
山
本
専
務
理
事
が

訪
ね
、
蒲
田
の
印
象
、
法
人
会
へ

の
期
待
、
ご
趣
味
等
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

 
ご
出
身
地
は
ど
ち
ら
で
す
か
？
 

　
熊
本
県
阿
蘇
郡
産
山
村
で
す
。

大
分
県
と
の
県
境
で
、
秀
麗
な
山
々

の
連
な
り
が
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
小
高
い
と
こ
ろ
へ
上
が
る

と
長
閑
な
山
里
の
風
景
の
先
に
阿

蘇
五
岳
や
久
住
山
、
祖
母
山
等
雄

大
な
景
色
が
見
渡
せ
ま
す
。
 

　
食
べ
物
は
馬
刺
し
と
、
辛
子
レ

ン
コ
ン
。
熊
本
で
酒
と
い
っ
た
ら

焼
酎
な
の
で
す
が
、
良
質
な
水
と

米
で
銘
酒
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
特

に
阿
蘇
の
霊
山
が
お
勧
め
で
す
。

是
非
ご
賞
味
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 
東
京
に
は
い
つ
ご
ろ
出
て
こ
ら

れ
た
の
で
す
か
？
 

　
熊
本
県
内
で
一
番
古
い
創
立
の

県
立
済
々
黌
高
等
学
校
卒
業
後
、

大
学
受
験
に
失
敗
し
、
予
備
校
に

行
き
受
験
勉
強
の
道
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
独
立
し
た
く
て
就
職
し

ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
熊
本
国

税
局
採
用
で
、
大
阪
万
博
の
年
で
 

蒲
田
税
務
署
　
井
野
剛
 署
長
 

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
 

古
田
広
報
委
員
長
 

 

藤
本
広
報
副
委
員
長
 

 

山
本
専
務
理
事
 

井野　剛　氏（いの　かたし）　 
昭和27年生まれ 
　　45年　熊本国税局入局 
平成10年7月　国税庁長官官房事務管理課　課長補佐 
　　11年7月　熊本西税務署　副署長 
　　13年7月　浅草税務署　副署長 
　　14年7月　東京国税局情報処理4部門　管理官 
　　16年7月　八王子税務署　特別国税調査官（法人担当） 
　　17年7月　税務大学校東京研修所　総括教育官 
　　19年7月　日田税務署長 
　　20年7月　東京国税局　調査第四部　統括国税調査官 
　　23年7月　蒲田税務署長 

熊本県立済々黌高等学校建学の精神である三綱領 
・正倫理明大義（倫理を正しうし大義を明らかにす） 
・重廉恥振元氣（廉恥を重んじ元気を振るう） 
・磨知識進文明（知識を磨き文明を進む） 

左より藤本広報副委員長、古田広報委員長、山本専務理事 
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大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰② 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰② 

し
た
の
で
大
阪
研
修
所
を
希
望
し

た
の
で
す
が
、
叶
わ
ず
、
税
務
大

学
校
東
京
研
修
所
に
入
校
し
ま
し

た
。
 

 
税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
て
か
ら

今
日
ま
で
の
ご
経
歴
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
税
務
の
世
界
に
入
っ
て
四
十
一

年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
二

十
七
年
程
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
の

赴
任
地
も
国
税
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
 

　
現
在
税
務
署
で
使
っ
て
い
る

K
S
K
（
国
税
総
合
管
理
シ
ス
テ

ム
）
の
シ
ス
テ
ム
開
発
も
行
い
、

毎
晩
遅
く
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
 

　
熊
本
の
日
田
税
務
署
長
、
東
京

国
税
局
調
査
四
部
統
括
官
を
経
て

蒲
田
に
参
り
ま
し
た
。
 

 
蒲
田
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？
 

　
蒲
田
は
今
ま
で
あ
ま
り
縁
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、
直
木

賞
を
受
賞
し
た
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」

を
読
み
ま
し
た
。
大
田
区
の
機
械

工
場
が
大
企
業
で
も
開
発
で
き
な

い
優
れ
た
精
密
部
品
を
作
り
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
目
指
す
困

難
と
再
起
の
物
語
で
す
。
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
で
も
見
聞
き
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
日
本
を
代
表
す
る
優

れ
た
技
術
を
お
持
ち
の
会
社
の
多

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

蒲
田
駅
周
辺
に
は
飲
食
店
が
多
く

あ
り
驚
き
ま
し
た
が
、
下
町
の
あ

た
た
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
 

 
ご
趣
味
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
か
？
 

　
マ
ラ
ソ
ン
が
趣
味
で
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
や
一
〇
〇
㎞
の
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

　
毎
年
、
東
京
国
税
局
の
各
部
署

か
ら
二
〇
〇
チ
ー
ム
程
参
加
す
る

駅
伝
大
会
が
あ
り
、
昨
年
は
蒲
田

署
が
優
勝
し
、
私
が
い
ま
し
た
調

査
四
部
が
二
位
で
し
た
。
 

　
今
年
も
蒲
田
署
の
優
勝
を
目
指

し
、
毎
週
水
曜
日
に
若
手
と
一
緒

に
練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習
後
の

蒲
田
温
泉
は
最
高
で
す
。
　
　
　
 

 
座
右
の
銘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

「
為
せ
ば
成
る
」
で
す
。
「
為
せ

ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
　
何
事

も
　
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り

け
り
」
。
江
戸
時
代
米
沢
藩
主
の

上
杉
鷹
山
の
歌
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
も
座
右

の
銘
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
や

る
気
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
、
法
人
会
に
望
む
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
税
務
協
力
団
体
の
中
で
も
大
き

な
組
織
で
あ
る
法
人
会
に
は
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
、
租
税
教

室
に
も
、
と
て
も
力
を
い
れ
て
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
目
指
さ
れ
て
い
る
公
益
社

団
法
人
へ
の
移
行
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
 

　
年
々
納
税
者
が
増
加
し
、
税
務

職
員
の
仕
事
量
も
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
国
家
公
務
員
数
の
削
減
で

職
員
は
増
や
せ
ま
せ
ん
。
窓
口
一

元
化
、
e
‐
T
a
x
の
普
及
に
よ

り
事
務
の
効
率
化
を
進
め
、
調
査

や
徴
収
を
維
持
し
「
適
正
公
平
な

課
税
の
実
現
」
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
が
、
納
税
者
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
な
く
し
て
は
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
法
人
会
会
員
皆
様
の
税
務
行
政

へ
の
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
 

 　
気
さ
く
で
親
し
み
や
す
い
お
人

柄
と
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
お
話
ぶ
り

に
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
す
っ

か
り
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
 

駅伝大会優勝旗の前で 

井野署長を訪ねて 
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　支払調書、源泉徴収票、計算書又は報告書（以下「支払調書等」といいます。）を

提出する場合において、基準年（その年の前々年をいいます。）に提出すべきであっ

た当該支払調書等の提出枚数の合計が1,000枚以上であるときは、当該支払調書等の

提出義務者は、当該支払調書等の提出については、光ディスク等を提出又はe-Taxを

使用して送付する方法によらなければならないこととなりました。 

 　上記の改正は、平成26年１月１日以後に提出する支払調書等から適用されます。

平成26年提出分の基準年は、平成24年となりますので、給与所得等の法定調書合計表

に記載する６調書については、平成23年分が基準となります。  

　これを期に、平成24年１月末提出期限の法定調書から光ディスク等又はe-Taxで提

出していただけますようお願い申し上げます。 

○ 光ディスク等により提出する場合には、事前に最寄りの税務署にご連絡ください。 

※　例では、平成25年の報酬の支払調書の提出枚数が1,000枚を下回ったため平成

27年は紙での提出と表記しましたが、引き続き光ディスク等又はe-Taxをご利用

いただけます。 

法定調書の提出方法について法律改正がありました 法定調書の提出方法について法律改正がありました 
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【日　　時】9月15日（木） 
【会　　場】大田区産業プラザ 
【来　　賓】蒲田税務署　小松副署長 
　　　　　　　橋口法人課税第1部門統括官 
　　　　　　　山之口法人課税第1部門上席調査官 
【研修内容】「私の税日記」 

※これまでの経験談にクイズ形式の税の歴史を交え
てわかりやすくお話いただいた。 

【講　　師】蒲田税務署　小松副署長 
【 参加者】37名 

〒144－0047　大田区萩中3－30－15　TEL：03－3743－8640　FAX：03－3743－9515有限会社アマノ製作所 

切
削
加
工
　
【
経
験
年
数
38
年
】
 

天
野
武
治
 

CNC旋盤、ベンチレース（卓上旋盤）による難削材の加工に従事し、主に油圧部品やモーターの軸などを加工している。材料は鋼、ステ
ンレス、アルミなどで、量産が得意。 
高精度な小物の部品を短納期で対応しており、顧客からの評価は高い。製作所を一代で築き上げた努力家であるが、「もっと凄い人はいま
すよ」と、謙虚な姿勢は変わらない。 
●受賞コメント：今回、知人から大田の工匠に推薦され、選ばれたことを大変光栄に思っております。賞を頂き、もう少し頑張るかな！ 

「大田の工匠100人」パンフレットより抜粋 

蒲田法人会会員 社団 
法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

特別第1ブロック税務研修会・意見交換会 

【日　　時】9月13日（火） 
【会　　場】大田区産業プラザ 
【講　　師】蒲田税務署　 
　　　　　　法人課税第1部門 
　　　　　　山之口上席調査官 
【研修内容】「税務調査あれこれ」 
　　　　　　身近な事例を交え 
　　　　　　た興味深い研修会 
　　　　　　となった。 
【 参加者】37名 

萩中1．2丁目．3丁目支部合同研修会 
【日　　時】9月17日（土） 
【行　　程】つくば宇宙センター、ぶどう狩り 
【 参加者】20名 

西六郷高畑支部バス研修会 

（中央1．2．中央京浜．中央蒲田．蒲田2丁目．3丁目．中央南1．2．蒲田本町支部） 

小松副署長 

大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰② 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰② 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰② 

22年度 

平成22年度において当会会員7名の方が表彰されましたので、3回にわたりご紹介いたします。 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
手
袋
の
自
動
編
み
機
で
世
界
シ

ェ
ア
の
八
〇
％
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
の
横
編
み
機
で
世
界
シ
ェ
ア

六
〇
％
超
を
誇
る
、
島
精
機
製
作

所
の
島
正
博
社
長
が
こ
だ
わ
る
の

は
、
「
創
造
性
」
と
「
行
動
力
」

だ
。
 

　
な
ぜ
、
「
創
造
性
」
と
「
行
動
力
」

な
の
か
。
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
創
造

性
は
発
揮
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

　
島
精
機
製
作
所
本
社
ビ
ル
一
階
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
芸
術
作
品
が

何
点
か
展
示
し
て
あ
る
。
と
り
わ
け

目
を
ひ
く
の
が
、
ロ
ダ
ン
の
「
考
え

る
人
」
だ
。
こ
れ
は
本
物
で
誰
も
が

触
れ
る
よ
う
な
状
況
で
展
示
さ
れ
て

い
る
。
 

   

　
な
ぜ
、
ロ
ダ
ン
な
の
か
。
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
島
正
博
社
長
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
 

　
「
わ
れ
わ
れ
の
機
械
は
創
造
性
が

な
い
と
開
発
で
き
ま
せ
ん
。
創
造
性

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
『
考
え

る
人
』
を
置
い
て
あ
る
の
で
す
が
、

隣
に
飾
っ
て
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻

家
ボ
ッ
テ
ー
ロ
の
『
ラ
ー
ジ
ハ
ン
ド
』

と
い
う
作
品
も
是
非
見
て
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
の
世
界
で
は
、
た
だ
長

い
間
考
え
る
だ
け
で
行
動
し
な
い
と

い
う
の
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

　
人
間
に
は
、
考
え
る
頭
と
行
動
す

る
ハ
ン
ド
が
必
要
な
の
で
す
。
ま
た
、

考
え
る
だ
け
で
な
く
、
手
も
動
か
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

が
で
て
く
る
の
で
す
。
ヘ
ッ
ド
と
ハ

ン
ド
、
こ
の
ふ
た
つ
が
、
魅
力
あ
る

も
の
づ
く
り
、
商
品
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
」
 

　
創
造
性
の
も
と
と
な
る
ア
イ
デ
ア

を
出
す
人
間
は
数
多
く
い
る
。
し
か

し
、
行
動
の
伴
わ
な
い
ア
イ
デ
ア
は

単
な
る
思
い
付
き
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
行
動
力
の
伴
っ
た
創
造

性
が
、
島
精
機
製
作
所
を
元
気
な
会

社
に
育
て
上
げ
た
と
考
え
れ
ば
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
 

   　
で
は
、
創
造
性
は
ど
う
す
れ
ば
発

揮
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
島
社
長
は
、

『
愛
』
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
な
ん

と
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
 

　
「
ま
ず
、
仕
事
を
好
き
に
な
っ
て
、

仕
事
を
愛
す
る
。
仕
事
を
愛
す
よ
う

に
な
れ
ば
、
何
が
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
『
も
っ
と
、
あ
あ
し

た
ら
い
い
、
こ
う
し
た
ら
い
い
』
と
、

ど
ん
ど
ん
向
上
心
が
生
ま
れ
、
新
た

な
創
造
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
機
械
を
開
発
し
た
と
し

ま
す
。
こ
れ
を
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク

と
し
て
売
れ
ば
、
一
番
楽
だ
し
、
儲

け
や
す
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
お
客

様
へ
の
愛
が
あ
れ
ば
、
去
年
の
も
の

よ
り
、
よ
り
付
加
価
値
の
出
せ
る
機

械
を
開
発
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
愛
と
創
造
は
人
間
特

有
の
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は

な
い
の
で
す
。
創
造
す
る
の
は
、
人

間
の
役
割
で
、
そ
の
根
本
に
あ
る
の

は
、
愛
だ
と
思
い
ま
す
」
 

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
百
人
を
超
え

る
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き

た
が
、
自
ら
の
経
営
哲
学
を
語
る
に

際
し
て
、
『
愛
』
と
い
う
言
葉
を
発

し
た
の
は
、
島
社
長
以
外
に
い
な
い
。
 

　
一
般
的
に
、
男
性
経
営
者
の
口
か

ら
『
愛
』
と
い
う
言
葉
が
飛
び
出
し

て
く
れ
ば
、
違
和
感
を
覚
え
そ
う
な

も
の
だ
が
、
島
社
長
の
場
合
に
は
、

本
当
に
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

　
な
ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、

社
員
へ
の
『
愛
』
、
顧
客
へ
の

『
愛
』
、
自
社
商
品
へ
の
『
愛
』
、

業
界
へ
の
『
愛
』
…
…
を
ベ
ー
ス
に

持
つ
こ
と
で
、
島
社
長
自
身
が
、
創

造
性
あ
ふ
れ
た
企
業
を
作
り
上
げ
て

こ
ら
れ
た
姿
を
目
の
当
た
り
す
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
島
社
長
は
、

『
愛
』
が
何
よ
り
大
事
な
こ
と
を
実

績
で
証
明
し
て
こ
ら
れ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
 

　
美
術
品
の
収
集
を
趣
味
と
す
る
経

営
者
は
数
多
く
い
る
が
、
島
社
長
は
、

そ
う
し
た
経
営
者
と
は
ま
っ
た
く
違

う
。
 

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
感
性
を
磨
く
意

味
で
も
、
一
流
の
芸
術
作
品
に
直
接

触
れ
て
欲
し
い
と
の
思
い
と
、
自
社

の
経
営
理
念
を
象
徴
す
る
存
在
と
し

て
、
島
社
長
は
、
芸
術
作
品
を
購
入

し
て
い
る
の
だ
。
 

　
ち
な
み
に
、
新
し
い
機
械
を
開
発

し
た
と
き
の
記
念
と
し
て
、
そ
の
時
々

の
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
作
品
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
、
島
社
長
は
い
う
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 

〜
世
界
初
の
機
械
を
造
り
続
け
て
半
世
紀
〜
 

島
精
機
製
作
所
の
経
営
に
学
ぶ
―
―
そ
の
②
 

「
考
え
る
人
」
と
 

　
　
　
　
「
ラ
ー
ジ
ハ
ン
ド
」
 

仕
事
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
 

　
　
　
　
創
造
性
は
生
ま
れ
る
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読
書
の
秋
。
芸
術
の
秋
。
そ
し
て
、

十
一
月
と
言
え
ば
、
国
税
庁
で
は
、

現
在
、
毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
期
間
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
、
広
報
、
広
聴
週
間
と

し
て
い
ま
す
。 

　
で
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
は
、
ど
う

し
て
秋
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

秋
の
文
化
勲
章
の
授
与
等
も
、
こ
の

十
一
月
に
行
わ
れ
ま
す
。 

  

　
十
一
月
は
一
般
に
霜
月
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
霜
月
と
は
、
そ
の
字

句
か
ら
し
ま
す
と
「
霜
が
降
る
月
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

今
の
感
覚
で
は
、
少
し
「
ど
う
か

な
？
」
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

　
日
本
で
は
旧
暦
十
一
月
の
こ
と
を

「
霜
月
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
現
在
で
は
、
新
暦
十
一
月
の
別

名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

　
今
の
感
覚
で
の
違
和
感
と
い
う
点

で
は
、
英
語
の
月
名
「N

ovem
ber

」

に
も
同
様
の
感
じ
を
お
持
ち
の
方
が

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
と
い
い
ま
す
の
は
、
こ
の
「

N
ovem

ber

」
は
、
そ
も
そ
も
「
十
一
」

で
は
な
く
「
九
番
目
の
月
」
と
い
う

意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
か
ら
で
す
。 

　
で
は
、
ど
う
し
て
、
こ
の
「

N
ovem

ber

」
が
十
一
月
と
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
「N

ovem
ber

」
と
は
、
ラ
テ

ン
語
で
「
第
九
の
」
と
い
う
意
味
の
「

novem

」
の
語
に
由
来
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紀
元
前
四
六
年

ま
で
使
わ
れ
て
い
た
ロ
ー
マ
暦
に
お

い
て
は
、
三
月
が
そ
の
起
算
と
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。 

　
三
月
か
ら
数
え
ま
す
と
十
一
月
は

九
番
目
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
九

番
目
の
月
の
十
一
月
が
「N

ovem
ber

」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
の
「N

ovem
ber

」
に
も
、
こ

う
い
っ
た
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
う
と
、
思
わ
ず
う
な
ず
い
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
確
か
に
「
今
の
感
覚
」
か
ら
し
ま

す
と
、
疑
問
を
感
じ
る
も
の
も
ま
ま

あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
う
し
た
も

の
が
今
の
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
考
え
方

や
歴
史
的
事
実
が
背
景
と
し
て
存
在

す
る
よ
う
で
す
。 

  

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
つ
い
て

は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）

に
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
月
間
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
そ
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一

年
）
に
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

間
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
に
は

「
税
を
知
る
週
間
」
と
さ
れ
、
こ
の

年
か
ら
現
在
の
よ
う
に
、
毎
年
十
一

月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
一
週

間
を
、
そ
の
実
施
期
間
と
し
て
き
ま

し
た
。 

　
名
称
が
今
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
二
〇
〇

四
年
（
平
成
十
六
年
）
で
す
。 

　
こ
う
し
た
制
度
を
設
け
た
の
は
、

国
税
庁
で
は
、
国
民
各
層
が
、
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
主
体
的
に
考
え

て
も
ら
う
こ
と
で
、
税
の
意
義
や
役

割
の
認
識
、
そ
れ
に
税
務
行
政
へ
の

理
解
と
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
と
し
て
い
ま
す
。 

　
で
、
そ
の
実
施
時
期
で
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
季
節
的
に
も
様
々
な

行
事
の
行
わ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
、

国
税
事
務
の
流
れ
か
ら
し
て
も
、
確

定
申
告
や
人
事
異
動
等
と
重
な
ら
な

い
こ
と
、
等
か
ら
こ
の
時
期
と
さ
れ

て
き
た
よ
う
で
す
。 

　
そ
れ
に
今
で
は
、
こ
の
時
期
に
そ

う
し
た
行
事
を
行
う
こ
と
が
社
会
的

に
も
認
識
さ
れ
、
定
着
し
て
き
て
い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
そ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 

　
現
在
で
は
当
た
り
前
に
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
、
も
う
一
度
考
え
直
し
て

み
る
、
そ
れ
を
、
こ
の
秋
の
夜
長
の

楽
し
み
一
つ
に
加
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
こ
に
は
こ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
た

の
か
、
こ
ん
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
か
、
と
新
し
い
発
見
も
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

霜
月
 

霜
月
 

税
を
考
え
る
週
間
 

税
を
考
え
る
週
間
 

秋！ 秋！ 

日韓文化交流 
『近くて遠いお隣さん、韓国のことをもっと知りたい！』 



11 ●法人かまた 

中華料理店　宝華園 
■　場　　所：大田区蒲田5－10－1 
■　電　　話：03－3734－4440 
■　営業時間：11：30～15：30　18：00～22：30 
■　定 休 日：日曜日 

　
蒲
田
駅
東
口
に
て
創
業
四
十
七
年
の
中
華
料
理
店
、

宝
華
園
で
す
。
 

　
お
母
さ
ん
と
息
子
さ
ん
で
切
盛
り
す
る
、
家
庭

的
で
暖
か
い
お
店
で
す
。
料
理
は
息
子
さ
ん
が
作
り
、

絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
母
さ
ん
が
テ
ー
ブ
ル
に

運
ん
で
く
れ
ま
す
。
 

　
餃
子
は
に
ん
に
く
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
仕

事
中
の
ラ
ン
チ
に
も
O
K
。
あ
と
は
肉
団
子
の
甘

酢
あ
ん
か
け
。
こ
れ
は
食
べ
て
み
た
ら
絶
品
！
　

一
八
個
入
り
（
一
二
〇
〇
円
）
な
の
で
、
何
人
か

で
取
り
分
け
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
 

　
な
ど
な
ど
料
理
の
お
い
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

店
主
の
人
柄
の
よ
さ
も
あ
っ
て
、
常
連
さ
ん
で
い

つ
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
二
階
も
あ
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
の
宴
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
も
利
用

で
き
て
と
て
も
便
利
で
す
。
 

　
ち
な
み
に
私
が
今
は
ま
っ
て
い
る
の
は
、
焼
肉

定
食
六
〇
〇
円
、
タ
ン
メ
ン
五
五
〇
円
。
そ
れ
か

ら
人
気
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
ラ
ー

メ
ン
・
半
チ
ャ

ー
ハ
ン
セ
ッ
ト

七
〇
〇
円
。
（
私

の
）
お
財
布
に

も
と
っ
て
も
や

さ
し
い
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
試
し

く
だ
さ
い
。
 

〈
藤
田
知
孝
　記
〉 

た
ま
 

な
　
ゐ
 

ココ 

東口 

●沢井医院 

多摩堤通り 

J
R
蒲
田
駅
 

↑
大
森
 

三
菱
東
京
U
F
J
●
 

第二京浜→ 
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法 人 か ま た  

－都税についてのお知らせ－ 

8月にお送りした納付書により、11月30日（水）
までにお納めください。 
〈ご利用になれる納付方法〉 
①金融機関※1・郵便局・都税事務所・都税支所・
支庁の窓口 

②口座振替※2 
③コンビニエンスストア※3

④金融機関※1・郵便局の　　(ペイジー)対応の
ATM、インターネットバンキング、モバイ
ルバンキング※4
一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振
替係（03-5912-7520）へお問い合わせください。 
納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのものが納
付できます。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に
限ります。 
○領収証書は発行されません。（領収証書が必要な方は、
金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納
付ください。） 
　なお、都では独自に「都税納税確認書」を発行してい
ますので、ご希望の方は各都税事務所までご連絡くだ
さい。 
○新規にインターネットバンキングやモバイルバンキン
グをご利用する方は、事前に金融機関へのお申込みが
必要です。 
〇システムの保守点検作業のため、一時的にご利用でき
ない場合があります。 

〈利用可能なコンビ二エンスストア〉 
エーエム・ピーエム　くらしハウス　ココストア　コミ
ュニティ・ストア　サークルＫ　サンクス　スリーエイ
ト　スリーエフ　生活彩家　セブン-イレブン　デイリ
ーヤマザキ　ファミリーマート　ポプラ　ミニストップ
　ヤマザキデイリーストアー　ローソン（50音順） 

【お問い合わせ先】　 
所管都税事務所の個人事業税係 

※1 
※2 
 
※3 
 
※4

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

　
今
か
ら
十
数
年
前
、
タ
バ
コ
を
や
め

た
。
一
日
四
箱
吸
っ
て
い
た
タ
バ
コ
を

一
年
半
禁
煙
し
た
後
、
ま
た
吸
い
は
じ

め
た
ら
一
日
六
箱
に
な
っ
て
い
た
。
 

　
健
康
の
た
め
に
と
思
い
禁
煙
し
た
が
、

食
事
が
美
味
し
く
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま

い
気
が
付
い
た
時
に
は
か
な
り
体
重
が

増
え
、
体
を
動
か
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

思
い
、
八
年
前
五
十
九
才
の
時
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
を
続
け
て
い
る
が
、

思
う
よ
う
に
体
重
を
減
ら
す
事
が
出
来

ず
に
い
た
。
 

　
そ
ん
な
と
き
に
、
血
液
検
査
の
結
果
、

糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
の
で
三
か
月
後

に
五
キ
ロ
や
せ
て
来
て
く
だ
さ
い
と
医

者
に
言
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
五
年
、

十
年
後
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
脅
か
さ

れ
た
。
 

　
脅
か
さ
れ
て
二
か
月
、
あ
ま
り
食
べ

な
か
っ
た
野
菜
中
心
の
食
生
活
に
し
、

三
〜
四
キ
ロ
落
と
す
こ
と
が
出
来
、
あ

と
一
か
月
で
目
標
の
五
キ
ロ
減
。
 

　
痩
せ
る
の
は
大
変
で
す
。
毎
日
体
重

計
に
の
り
、
太
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

〈
S
・
F
〉
 

　東日本大震災等により、事業用資産（店舗、建物、原材料等）
や生活に通常必要な資産（住宅、家財等）について、損害を
受けた場合は、その損害の程度に応じて、個人事業税の税額
を減免する制度があります。 

※1合計所得金額とは、事業・不動産所得の他に給与・雑所得等各
種所得金額の合計金額（青色申告特別控除前）をいいます。 

※2損害額は、保険金等による補填部分を除きます。 
※3被災の状況により、必要書類が異なりますので、詳しくは所管
都税事務所又は支庁へお問い合わせください。 

東日本大震災等により、事業用資産や生活に
通常必要な資産について損害を受けた方  
損害額が、合計所得金額※1×20％を超える
とき※2  
納税通知書に記載されている各納期限  
減免申請書、納税通知書、り災証明書、被災
証明書、その他減免理由を証する書類等※3

対 象 者  
  
減免の要件 
  
申 請 期 限   
必 要 書 類  

第1期納期限後でも、第2期納期限までは減免申請ができます。 
（減免の対象となる税額は、第2期分税額となります。） 

災害等で被害を受けた場合の個人事業税減免制度のお知らせ 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

会社名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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